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＜解答上の注意＞ 

１．問題冊子は，表紙を含め３枚である。 

２．問題には，問題１と問題２がある。配点は，問題１が６０点，問題２が４０点で

ある。 

３．表裏に解答欄がある解答用紙は，問題１用と問題２用の２枚が配布されている。

各問題ごとに解答用紙１枚を使って解答すること。 

４．解答用紙の受験番号欄に受験番号を算用数字で記入し，また試験科目欄に「刑事

法系」と記入すること。なお，整理番号等その他の記入欄には記入しないこと。 

５．試験終了後，問題冊子及び下書き用紙は持ち帰ること。 

６．解答の際は，黒又は青のボールぺンを使用すること。 

７．六法は貸与品なので，折り曲げや書込みをしないこと。なお，書込み・汚損等 

がある場合は申し出ること。 

８．試験終了後，指示があるまで席を立たないこと。 

９．その他は，すべて監督者の指示に従うこと。 



- 1 - 
 

【問題１】次の各設問に答えなさい。解答用紙の冒頭に「問題１」と記入すること 
（解答順序は問わないが，設問番号を記入すること。また，２問とも解答すること。）。 
 
〔設問１〕（配点３０点） 

甲は，Ａを殺害しようとして，劇薬が保管されているＢ研究所に忍び込み，「劇薬

・青酸カリ」と記載された棚に保管されていた瓶を持ち出し，これをＡに飲ませた。

しかし，瓶に入っていたのは，砂糖であり，これを飲んでも死亡する危険性は皆無で

あった。また，「劇薬・青酸カリ」と記載された棚も，１年以上前から，青酸カリな

ど劇薬を置く棚としては使用されていなかった。 
甲に殺人未遂罪が成立するかどうかを論じなさい。 

 
〔設問２〕（配点３０点） 

乙は，不倫相手のＣ女から，「青酸カリの入ったソーダを入手した。これを飲んで

一緒に死んで欲しい。」と何度もせがまれたので，Ｃ女を自殺させることにより不倫

関係を解消させようと考え，心中する意思がないのにこれがあるかの如く誤信させ

て，Ｃ女をして青酸カリ入りのソーダを飲ませて死亡させた。  
乙の罪責を論じなさい（特別法違反の罪を除く。）。 

 
 
                              《問題１ 以上》 

 

 

《次頁に続く》 
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【問題２】次の【事例】を読んで，後記〔設問〕に答えなさい。解答は，【問題１】

を解答した用紙とは別の解答用紙に書き，冒頭に「問題２」と記入すること。 
 
 
【事例】 
１ Ａ市のＢ商店街では，深夜に複数の店舗のショーウィンドウのガラスが割られ，

高額な商品が持ち去られるという窃盗事件が連続して発生していた。Ｂ商店街の店

舗はいずれも公道に面して建ち並んでおり，防犯カメラの映像から，犯人らが自動

車で店舗の前に乗り付けて，降車後短時間のうちに金属製工具のような物を用いて

ショーウィンドウのガラスを割り，店舗内に侵入して商品を持ち去っていく様子が

明らかとなっていた。使用された自動車はその都度異なる車種であったが，その他

の手口からすると，一連の事件は同一犯によるものと考えられた。 
警察官Ｐ・Ｑらは，ある日の午前１時頃，Ｂ商店街の路上にいわゆる覆面パト

カーを停め，付近の様子を警戒することにした。そして，もし同様の窃盗事件が発

生すれば，その場で検挙しようと考えていた。 
２ Ｐらが警戒を始めてから３０分ほど経った頃，一台のワゴン車が前記覆面パト

カーの横を高速で通過した。Ｐらはその様子を不審に思い，同ワゴン車を追跡した

が，Ｂ商店街は道が狭く入り組んでいたため，すぐには追いつくことができなかっ

た。Ｐらは約３分後，同ワゴン車がＣ時計店の前に停まっているのを約１００メー

トル離れた地点から発見したが，すでにＣ時計店のショーウィンドウのガラスは割

られており，３名の人物が袋を持ってＣ時計店から出てきて，同ワゴン車に乗り込

もうとしているところだった。Ｑは，所持していたカメラで，Ｃ時計店の前に停め

られた同ワゴン車に３名の人物が袋を持って乗り込む様子を撮影した。後にその写

真を確認すると，同ワゴン車の内部やそれら３名の顔までは写っていなかったが，

体形や服装の他，同ワゴン車の車体の特徴やナンバーがはっきりと写っていた。 
 
〔設問〕 
 Ｑが行った写真撮影の適法性について，具体的事実を摘示して論じなさい。 
                              《問題２ 以上》 

 

                           《刑事法系問題 以上》  
  



- 3 - 
 

 

【出題意図】 
 
【問題１】（刑法）  

設問１は、未遂犯と不能犯が問題となる事案を素材として、刑法総論の体系的

理解と事案処理能力を問うものである。 
設問２は、偽装心中が問題となる事案を素材として、刑法各論の基本的な理解

と事案処理能力を問うものである。 
 
【問題２】（刑事訴訟法） 

本問は，写真撮影の適法性について，判例の立場をも踏まえながら論じ，事案

を解決することができるかを問うものである。 
 

 


